
整備された畑地かんがいを効果的に活用して露地・施設野菜の
複合経営の周年作付体系及び新品目の産地化を確立

事業を契機とした合理的な水利用営農

野菜の複合経営で周年作付体系を確立

染野氏の取組は、畑地かんがい営農の先導的な事
例であり、地域内にとどまらず、他の畑地かんがい事
業地区への波及効果が期待されます。

はくさいの栽培風景

【茨城県結城郡八千代町】

ねぎの栽培風景

生産物の販売は、農協系統への出荷の他、加工・
業務用野菜の需要に対応した契約販売先を増やし、
販路の拡大を図っています。

契約販売では、新鮮な野菜を迅速に届けるため、
4.5tトラックを2台整備し、主に漬物加工場等へはくさ
い等を直送する等、多様なニーズに対応可能な輸送
体制の整備に努めてきました。

販路拡大の取組

経営面積 ： 27.62ha
主要作物 ：はくさい、キャベツ、

レタス、カリフラワー、
トウモロコシ、ねぎ、
加工用トマト、カラシナ、
ほうれんそう 等

労 働 力 ： 自家5人、雇用5人

国営霞ヶ浦用水地区（S55～H20年）は、茨城県西南
部の下妻市外10市2町にまたがり、飯沼川等の中小河
川域に発達した水稲及び畑作を主体とした県下有数の
農業地帯です。

当初は、陸稲、スイカ、かんしょ、タバコを作付していま
したが、排水不良や干ばつに悩まされ、計画的な作付
が困難でした。

国営事業や関連事業が行われたことにより、ほ場が
整備され、大型機械の導入が可能となり作業効率が大
幅に上昇しました。

また、畑地かんがい施設が整備されたことにより、露
地・施設野菜における計画的な生産が確立され、栽培
作物や生育時期に応じた合理的な水利用に取り組んで
います。

はくさい収穫風景

霞ヶ浦用水地区

八千代町

そめの よしろう

染野 芳郎

かん水チューブによる畑かん

かんがい施設の整備に伴い、１年を通じた収入の確
保、連作障害の回避のため、露地では、春：キャベツ・
レタス、夏：トウモロコシ、秋：はくさい・ キャベツ・レタス

を、施設栽培では、春：カラシナ、夏～冬：ほうれんそう
等を作付しています。
粗収益は整備前の約15倍となり、高収益な周年作付
体系に寄与しました。

畑地かんがい営農の積極的なＰＲ

染野氏は、県内の畑地かんがいの利用推進を図
るため、「畑かんマイスター」の初代連絡協議会会
長として、平成16年から現在まで畑地かんがいの
推進に尽力されました。

染野氏の畑地かんがい営農の取組は、国営事
業地区における畑地かんがいの営農推進への波
及効果が期待されます。

講演会の様子 畑かんマイスター出前講座の様子

その結果、現在は契
約販売が出荷量の約5
割を占めており、市場
価格に左右されない安
定的な収入を確保して
おり、「高収益な経営モ
デル」として地域の模
範となっています。

大型機械の導入



環境保全型農業により付加価値を高めた農産物の
有利販売を展開

さわだ よしお

事業を契機とした経営規模の拡大

環境にやさしい米作りと付加価値販売

米卸会社の設立と販路開拓の取組

澤田氏は、地域で環境保全型農業の実践及び
農産物の付加価値販売等の先導的な農家であり、
地域の牽引役として貢献しています。

【栃木県那須塩原市】

環境保全型農業の実践

経営面積 ：13ha
主要作物 ：水稲、シクラメン、

えだまめ、なす、牧草
労 働 力 ： 自家4人、雇用3人

国営那須野原地区（S42～H7年）は、栃木県北東部
の那珂川と箒川に挟まれた扇状地にあって、那須塩原
市及び大田原市にまたがる水稲及び畑作を主体とした
県下有数の農業地帯です。

当初は、水源が乏しく水の確保には相当苦労していま
したが、国営事業により農業用水が十分に確保され、ほ
場整備による機械化体系の確立と末端ほ場に給水栓
が設置されたことから、栽培管理の大幅な省力化が図
られました。

その結果、徐々に経営規模を拡大し、現在は、13haの
経営規模で水稲やシクラメン栽培等を展開しています。

澤田 吉夫

家族4名で自作米の卸会社㈲ナスアグリを平成

18年に設立しました。

ナスアグリでは、自作米の他に、米の検査員資
格を習得した澤田氏自らが地域の農家20名分の
検査を行い、集荷・出荷も行っています。

20名の農家とともに食味を高める栽培技術に磨
きをかけ、地域を挙げて「そすいのミネラル米」とい
う新ブランド米を確立しました。

この米は、各生産者ごとに食味計で測定した数
値を公表しており、全国でも珍しい取組として、評
価されています。

「おむすび権米衛」等に販売しており、売上高は
年々増加しています。

那須野原地区

那須塩原市

シクラメンの栽培風景

澤田氏は、現在、不耕起栽培でコシヒカリの栽培に取
り組んでいます。また、化学肥料等を一切使わず、代わ
りに有機肥料を使用し、環境に優しい農業を行っていま
す。
このように生産された玄米は、1年中温度を一定に

保った倉庫で保存管理し、那須ガーデンアウトレットや
インターネット通販等で販売しています。一般米が1kg当
たり270円なのに対して、澤田氏の米は670円で販売し
ています。

自然耕の米（左：白米、右：玄米） 販売の様子（那須アウトレット）

米の食味検査の様子新横浜での販売の様子

平成19年には、澤田氏の呼びかけで、農地・水・
環境保全対策事業の開始を契機に鍋掛南部環境
保全隊を農家90戸弱で結成し、自ら隊長として環境
保全型農業に取り組み、農薬や化学肥料を使わな
い美味しいお米を地域ブランドとして確立しました。

土づくりに重点を置き、より自然に近い環境である、
不耕起栽培を実践しています。

また、農業・環境教育活動として、地域の子供を対
象に食育体験等にも取り組んでいます。

整備されたほ場



整備された施設を活用したブランドの確立

せいりゅうまい

事業を契機とした新ブランドの確立

販路の拡大の取組

ブランドの品質向上の取組

かんな清流米部会は、部会員が団結して新品目導
入に積極的に取組み、整備された生産基盤を効果
的活用して地域の模範的な営農を実現しています。

ブランドを定着させるために、部会では「かんな清流
米」を商標登録し、農協の５つの直売所で販売し、現在
では直売所の基幹品目に成長しています。

販売チャンネルを拡大するため、「かんな清流米」の
米粉を使用したおこめ麺やかりんとうなどの加工品を
開発したり、安全安心なお米を食べさせたいと願う管内
の保育園に「かんな清流米」を供給しています。
また、 「かんな清流米」をPRするため、県内食品展示
会等に出展するなど地産地消の推進にも寄与していま
す。

部会では、定期的に栽培講習会や現地検討会を
開催し、栽培技術の向上を図り、栽培基準、使用
農薬・肥料の確認、水管理、病害虫防除等の肥培
管理等を通じた高品質な水稲の生産に努めていま
す。
また、出荷前には、食味計によって食味値75以
上の良食味であることを確認し、品質の優れた上
位等級米のみを出荷するなど厳しい品質管理を
行っています。

【埼玉県本庄市】

１

環境保全型農業の取組

経営面積 ： 21.7ha（22戸計）
主要作物 ：水稲（キヌヒカリ、

彩のかがやき、
彩のほほえみ）

労 働 力：自家57人、雇用14人

神流川沿岸地区（H16～24年）は、神流川が形成した
扇状地の本庄市外2市3町にまたがる水稲と畑作を主体
とした埼玉県下有数の農業地帯です。

本地域は、種子小麦の一大産地であり、水稲の作付は

麦の収穫後になるため、コシヒカリなどが作付できません

でした。

国営事業により用水が安定供給されるようになったこと

を契機に、良食味品種「キヌヒカリ」を用いて、埼玉県特

別栽培農産物認証制度に沿った栽培を行う「かんな清流

米部会」を会員8名、2.5haで始めました。

かんな清流米部会

埼玉ひびきの農業協同組合

神流川沿岸地区 本庄市

かんな清流米の栽培風景

直売所での販売 加工品の販売

現地検討会の様子栽培講習会の様子

部会員は、カルガモ農法による水稲の減農薬栽培
や野菜の減農薬栽培にも取組など、環境に配慮した
農業を実践しています。

また、地域の子供を対象に農業体験等の食育活動

にも積極的に取組まれています。

カルガモ農法の風景 農業体験の様子

現在は22名、21.7haに拡大し、
「かんな清流米」のブランドが定

着し始めると、周辺地域でも減

農薬、減化学肥料の特別栽培

米の生産に取り組む動きが広

がるなど、地域の模範となって

います。


